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各日本語教育機関設置代表者 殿 

一般財団法人日本語教育振興協会    
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平成２６年度日本語学校教育研究大会ポストセッション 

「日本語教育 e-learning展示会」開催について(通知) 

 

 当協会では、平成元年度から日本語教育機関に勤務する日本語教員等に対して教室活動

における具体的な指導法及び実践的な展開能力について研究協議を行い、日本語教員の資

質向上に資するため、「日本語学校教育研究大会」を開催しております。本年度は、ポスト

セッションとして「日本語教育 e-learning 展示会」を下記のとおり実施することといたし

ましたので、御案内申し上げます。 

  

記 

１．趣旨 

   日本語教育機関の教職員の教員能力の育成と伸張を目的として実施する。 

   本研修は、e-learningの教学の活用について学ぶことを目的とする。 

 

２．日時 

   平成２６年８月６日（水）９：３０～１６：００ 

 

３．実施会場 

   国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 国際会議室 

    住所：〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３－１ 

    ℡ 03-3467-7201  fax 03-3467-7797 

 

４．参加対象 

 日本語教育振興協会の維持会員機関に勤務する教職員その他関心のある者 

 

５．プログラム 

   9：30  開場 

        出展者がブース形式で並びます。参加者は自由にブースを回って情報収

集、意見交換をしていただけます。 

  10：00  各出展者によるプレゼンテーション（別紙 出展者・出展内容リスト参照） 

  16：00  展示終了 

 

７． 参加費等 

   参加費、事前申込みは必要ありません。当日、直接会場までお越しください。 

 

〔問い合わせ先〕総務部 小野寺陽子・上戸 

TEL：03-5304-7815 FAX：03-5304-7813 E-mail: y-onodera@nisshinkyo.org 

mailto:ssenoo@nisshinkyo.org


出展者・出展内容リスト 

No.１～８ 日本語デジタル教育推進協議会 

No. 出展者 商品内容 

1 
金秀麗（アテイン株式会

社） 

日本語教育実力養成コースのｅラーニング映像教材です（ＤＶ
Ｄ３０枚分）。英語、中国語、ミャンマー語字幕に対応。事前
学習＆副読本ＰＤＦ付属だから予習復習もバッチリ。現在、日
本語学習初心者向け教材も制作中。 

2 
窪田一郎（リンクワール

ドジャパン(株)） 

インド デリー及びインドネシア、バンドンの日本語学校の教室
にいる生徒に対して日本から行った試験的マス授業について紹
介する。時々障害は発生したが、ほぼ進行に支障の無いレベル
で授業を行える事を確認した。 

3 
倉持素子（有限会社 AZ 

Japanese Service） 

米国発の talentという小規模用 LMSを使い、日本初の「ビジネ
ス日本語」elearning 講座を開発。N4程度の学習者でも取り組
める平易な日本語での講義に加え、ビジネスマナーも併設。練
習問題も選択式、聞き取り、タイピングと豊富。 

4 篠﨑大司（別府大学） 

JLPT-N1合格のための eラーニング学習システム。文法・聴解各
約 1000問の問題数と解説動画。短期間に N1 レベルへと養成可
能。通信制日本語教育能力検定試験対策講座。メールと講義資
料(PDF)。1年間で出題範囲完全網羅。 

5 角南北斗 

サイト制作パッケージ「スマホで語彙リスト」は、Excel形式の
語彙リストをスマホ対応の教材サイトに仕立てるサービスで
す。語彙の検索や課ごとの一覧表示はもちろん、簡単なクイズ
機能も付加できます。 

6 難波康治（大阪大学） 
日本語教師が「手軽に・楽しく・効果的に」IT技術を導入・活
用するための本『日本語学習への IT導入ガイド-10年後も活躍
できる日本語教師になるために-（出版予定）』の紹介 

7 

藤本かおる（特定非営利

活動法人日本語教育研究

所） 

大手学習塾と協力して開発した初級日本語（Ｎ５レベル）の映
像教材を紹介する。この映像教材は、現在インドの大学で第二
外国語として学生にしようされている。教師が不足している地
域においての授業デザインも紹介する。 

8 
李在鎬（筑波大学留学生

センター） 

筑波大学留学生センターは文部科学省の共同利用拠点制度に基
づき,「日本語・日本事情遠隔教育拠点(~H27 年 3月)」として
認定され,自立学習を支援する「筑波日本語 e ラーニング」を
共同利用コンテンツとして提供する。 

No.９～１０ 日本語教育機関 

9 
江副隆秀（新宿日本語学

校） 

文法の可視化と VLJ VLJは新宿日本語学校と NTTコミュニケー
ションズが共同開発したブレンド型日本語教育システムで、LMS
と二種類のアプリ、及び、教員用のソフトの四つからなってい
る。現在、国内外で実際に使用されている。 

10 
加藤早苗（インターカル

ト日本語学校） 

インターカルト日本語学校の教材データベースをベースとした
日本語学習教材とポートフォリオシステムを連携させた 
e-learning システム「スーパー日本語」が展開する総合日本語
学習システムの紹介。 

No.１１ 業者によるデモンストレーション 

11 
土方次郎（株式会社 朝

日ネット） 

国内外の教育機関 250 校以上の導入実績を持つ、国内シェア
No.1のクラウド型教育支援システム manaba。授業の事前・事後
はもちろん、相互評価、出席・リアルタイムアンケートなど各
種ツールで授業「中」の学びをも最大限に支援。 

 


